
伊藤塾長中井学長

パネルディスカッションで活発な意見

交換を行った

甲

南

大

学

（

兵

庫

県

神

戸

市

）

は

３

月

８

日

、

岡

本

キ

ャ

ン

パ

ス

内

の

甲

友

会

館

で

「

理

工

学

部

　

学

科

新

設

記

念

　

進

化

型

理

系

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

『

未

来

を

つ

く

る

高

度

理

系

人

材

養

成

の

最

前

線

』

―

進

化

す

る

『

甲

南

理

系

』

の

可

能

性

―

」

を

開

催

し

た

。

当

日

は

、

伊

藤

公

平

慶

應

義

塾

長

（

慶

應

義

塾

理

事

長

兼

慶

應

義

塾

大

学

長

）

が

「

私

立

大

学

４

・

０

に

お

け

る

理

系

の

役

割

」

を

テ

ー

マ

に

基

調

講

演

を

行

っ

た

ほ

か

、

伊

藤

塾

長

と

甲

南

大

学

の

教

員

、

卒

業

生

に

よ

る

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

を

実

施

し

た

。

甲

南

大

学

で

は

現

在

、

「

グ

リ

ー

ン

」

「

デ

ジ

タ

ル

」

「

マ

テ

リ

ア

ル

」

「

宇

宙

・

量

子

技

術

」

「

バ

イ

オ

」

を

中

心

と

し

た

各

専

門

分

野

の

研

究

に

変

革

を

も

た

ら

す

「

進

化

型

理

系

構

想

」

を

推

進

し

て

い

る

。

令

和

８

年

４

月

に

は

理

工

学

部

に

大

学

・

高

専

機

能

強

化

支

援

事

業

（

支

援

１

）

の

採

択

を

受

け

た

「

環

境

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

工

学

科

」

を

新

設

。

同

学

部

の

物

理

学

科

を

「

宇

宙

理

学

・

量

子

物

理

工

学

科

」

、

機

能

分

子

化

学

科

を

「

物

質

化

学

科

」

に

改

組

（

以

上

、

設

置

構

想

中

）

し

、

生

物

学

科

を

含

め

て

４

学

科

体

制

と

す

る

。

ま

た

、

知

能

情

報

学

部

と

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

サ

イ

エ

ン

ス

学

部

を

合

わ

せ

、

理

系

学

部

を

３

学

部

６

学

科

体

制

に

発

展

さ

せ

る

。

　

さ

ら

に

、

令

和

９

年

に

は

岡

本

キ

ャ

ン

パ

ス

に

理

系

棟

が

新

た

に

完

成

す

る

。

今

回

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

、

理

工

学

部

へ

の

学

科

新

設

を

記

念

し

て

、

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

で

創

造

す

る

未

来

を

見

据

え

、

私

学

と

し

て

成

長

分

野

に

貢

献

す

る

理

系

人

材

の

在

り

方

に

つ

い

て

議

論

を

深

め

る

こ

と

を

目

的

に

開

催

し

た

。

　

基

調

講

演

で

伊

藤

塾

長

は

「

こ

れ

ま

で

幾

つ

か

の

バ

ー

ジ

ョ

ン

を

経

て

進

化

し

て

き

た

大

学

は

現

在

、

社

会

貢

献

を

軸

と

す

る

バ

ー

ジ

ョ

ン

４

・

０

に

移

行

し

て

お

り

、

世

界

の

さ

ま

ざ

ま

な

大

学

で

研

究

、

教

育

が

社

会

に

与

え

る

イ

ン

パ

ク

ト

を

指

標

と

し

て

教

員

の

評

価

に

つ

な

げ

る

動

き

が

出

て

き

て

い

る

。

こ

う

し

た

中

で

、

私

立

大

学

が

ど

の

よ

う

に

社

会

貢

献

し

て

い

く

の

か

問

わ

れ

て

い

る

」

と

説

明

。

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

が

数

年

間

で

陳

腐

化

す

る

時

代

に

は

、

学

び

と

教

え

が

交

流

す

る

「

半

学

半

教

」

が

重

要

で

あ

り

、

慶

應

義

塾

大

学

を

創

設

し

た

福

沢

諭

吉

の

教

え

に

通

じ

る

も

の

が

あ

る

と

い

う

。

４

年

制

大

学

の

う

ち

約

�

％

近

く

を

占

め

る

の

が

私

立

大

学

で

あ

り

、

最

も

人

数

が

多

い

日

本

を

支

え

る

中

間

層

（

ボ

リ

ュ

ー

ム

ゾ

ー

ン

）

が

、

希

望

を

持

っ

て

、

社

会

を

良

く

し

て

い

こ

う

と

考

え

て

い

け

る

よ

う

な

意

識

を

持

つ

市

民

を

育

て

る

こ

と

が

私

立

大

学

の

役

目

で

あ

る

と

強

調

し

た

。

　

ま

た

、

甲

南

大

学

の

環

境

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

工

学

科

の

新

設

に

当

た

っ

て

は

、

総

合

大

学

の

強

み

で

あ

る

文

系

の

知

見

も

生

か

し

な

が

ら

、

次

世

代

の

正

し

い

理

系

の

道

を

つ

く

っ

て

い

く

こ

と

が

必

要

に

な

っ

て

く

る

と

し

、

Ａ

Ｉ

の

進

化

が

社

会

に

与

え

る

影

響

な

ど

に

も

言

及

し

た

。

　

さ

ら

に

、

慶

應

義

塾

大

学

の

Ａ

Ｉ

に

関

す

る

三

つ

の

取

り

組

み

と

し

て

▽

学

生

が

Ａ

Ｉ

の

使

い

方

を

教

員

や

学

生

に

教

え

て

い

る

こ

と

▽

米

カ

ー

ネ

ギ

ー

メ

ロ

ン

大

学

と

の

最

先

端

の

Ａ

Ｉ

研

究

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

の

締

結

▽

文

系

と

理

系

、

医

学

系

の

教

授

ら

が

Ａ

Ｉ

時

代

の

尊

厳

の

価

値

を

考

究

し

、

そ

の

成

果

を

世

界

に

発

信

す

る

「

Ｘ

（

ク

ロ

ス

）

デ

ィ

グ

ニ

テ

ィ

（

尊

厳

）

セ

ン

タ

ー

」

の

設

立

―

を

解

説

し

た

。

　

最

後

に

「

Ａ

Ｉ

を

使

っ

て

も

答

え

の

出

な

い

問

題

も

あ

る

こ

と

か

ら

、

甲

南

学

園

の

創

立

者

で

あ

る

平

生

釟

三

郎

先

生

が

話

し

て

い

る

通

り

、

人

物

教

育

が

大

切

に

な

っ

て

く

る

」

と

の

考

え

を

示

し

た

。

　

基

調

講

演

の

後

、

甲

南

大

学

の

中

井

伊

都

子

学

長

が

進

化

型

理

系

構

想

の

趣

旨

を

説

明

し

、

「

同

構

想

は

、

特

定

成

長

分

野

な

ど

社

会

的

ニ

ー

ズ

が

高

い

分

野

を

強

化

し

て

高

度

理

系

人

材

を

養

成

す

る

こ

と

、

工

学

分

野

を

志

向

す

る

受

験

生

や

、

高

度

理

系

人

材

を

目

指

す

受

験

生

に

も

魅

力

的

な

学

部

学

科

に

進

化

さ

せ

る

こ

と

な

ど

を

骨

子

と

す

る

。

こ

れ

に

よ

っ

て

、

理

学

と

工

学

で

未

来

を

つ

く

る

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

人

材

を

し

っ

か

り

と

輩

出

し

て

い

く

」

と

意

欲

を

示

し

た

。

　

「

理

工

学

の

チ

カ

ラ

で

創

造

す

る

未

来

と

次

代

の

理

系

人

材

の

役

割

に

つ

い

て

」

を

テ

ー

マ

と

す

る

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

で

は

伊

藤

塾

長

、

甲

南

大

学

理

工

学

部

の

池

田

茂

教

授

、

同

大

学

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

サ

イ

エ

ン

ス

学

部

の

石

川

真

実

助

教

、

テ

ッ

ク

タ

ッ

チ

㈱

Ｗ

ｅ

ｂ

フ

ロ

ン

ト

エ

ン

ジ

ニ

ア

（

同

大

学

知

能

情

報

学

部

平

成

�

年

卒

業

生

）

の

松

本

彩

樹

氏

を

パ

ネ

リ

ス

ト

と

し

、

科

学

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

／

東

京

農

工

大

学

特

任

教

授

の

須

田

桃

子

氏

が

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

を

務

め

た

。

　

石

川

助

教

は

「

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

サ

イ

エ

ン

ス

学

部

で

は

１

年

生

か

ら

、

幅

広

い

分

野

の

教

員

が

行

う

基

礎

的

な

講

義

や

実

験

に

よ

っ

て

自

分

の

土

台

を

作

る

こ

と

が

で

き

る

。

多

様

な

学

問

が

関

連

す

る

再

生

医

療

分

野

で

新

し

い

こ

と

に

挑

戦

す

る

と

き

に

、

同

学

部

で

の

経

験

が

生

き

る

」

と

説

明

し

た

。

　

松

本

氏

は

「

Ａ

Ｉ

を

活

用

し

て

企

業

の

電

子

シ

ス

テ

ム

の

導

入

と

効

果

的

な

運

用

を

支

援

す

る

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

会

社

で

ウ

ェ

ブ

エ

ン

ジ

ニ

ア

を

務

め

て

い

る

。

大

学

の

研

究

室

で

は

チ

ー

ム

で

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

開

発

に

取

り

組

み

、

そ

の

過

程

で

身

に

付

け

た

知

識

を

応

用

す

る

こ

と

で

仕

事

に

役

立

っ

て

い

る

」

と

述

べ

た

。

　

伊

藤

塾

長

は

「

チ

ー

ム

と

い

う

こ

と

で

は

、

理

系

の

学

生

が

文

系

の

学

生

と

当

然

の

よ

う

に

チ

ー

ム

と

な

り

、

そ

の

中

で

議

論

す

る

こ

と

な

ど

は

重

要

に

な

っ

て

く

る

」

と

語

っ

た

。

　

池

田

教

授

は

「

発

見

や

開

発

に

は

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

シ

ン

キ

ン

グ

が

大

事

だ

。

無

駄

な

実

験

は

絶

対

に

な

い

。

実

験

結

果

か

ら

次

の

方

法

を

考

え

る

こ

と

を

積

み

重

ね

る

プ

ラ

ス

思

考

の

人

材

こ

そ

が

高

度

理

系

人

材

だ

」

と

の

考

え

を

示

し

た

。
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